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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月20日(2008.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　細胞表面に薬剤を結合させるインビトロでの方法であって、該方法は
、ビオチン化細胞をキメラタンパク質と接触させる工程を包含し、該キメラタンパク質は
、（ｉ）該薬剤および（ｉｉ）コアストレプトアビジンを含み、ここで該薬剤は、接着分
子、細胞増殖因子、細胞毒素もしくはアポトーシスを誘導する組成物であるか、または免
疫系のダウンレギュレーションもしくはアップレギュレーションを誘導する免疫調節因子
である、方法。
　　【請求項２】　前記免疫調節因子が、ＩＬ－４、ＩＬ－１０、ＴＧＦ－β、Ｂ７、Ｃ
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Ｄ４０Ｌ、ＩＬ－２、ＩＬ－１２、ＩＬ－１５、リンホタクチンまたはケモカインである
、請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　前記免疫調節因子がＢ７．１である、請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】　前記細胞が標的細胞である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方
法。
　　【請求項５】　前記標的が腫瘍細胞である、請求項４に記載の方法。
　　【請求項６】　前記細胞が、脾臓細胞、腫瘍細胞、骨髄細胞、内皮細胞、心臓細胞お
よび島細胞からなる群より選択される、請求項１に記載の方法。
　　【請求項７】　前記キメラタンパク質が、配列番号２；配列番号４；または配列番号
６の配列を有する核酸によりコードされる、請求項１に記載の方法。
　　【請求項８】　細胞をビオチン化してビオチン化細胞を形成する工程をさらに包含す
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
　　【請求項９】　前記細胞をビオチン化してビオチン化細胞を形成する工程が、室温で
達成される、請求項８に記載の方法。
　　【請求項１０】　前記細胞をビオチン化してビオチン化細胞を形成する工程が、該細
胞を３０分以内続く期間にわたってビオチン含有化合物と接触させる工程を包含する、請
求項８に記載の方法。
　　【請求項１１】　前記細胞を洗浄して遊離ビオチン含有化合物を除去する工程をさら
に包含する、請求項８～１０のいずれか１項に記載の方法。
　　【請求項１２】　前記ビオチン含有化合物が、Ｓｕｌｆｏ－ＮＨＳ－ＬＣ－ビオチン
を含む、請求項１０または請求項１１に記載の方法。
　　【請求項１３】　前記ビオチン化細胞が、２０分以内続く期間にわたって前記キメラ
タンパク質と接触される、請求項１に記載の方法。
　　【請求項１４】　キメラタンパク質の、該薬剤を細胞表面に結合させるための組成物
の調製のための使用であって、該キメラタンパク質は、
（ｉ）疾患の診断、予防または処置において有用な薬剤、および
（ｉｉ）コアストレプトアビジン
を含み、ここで、該薬剤は、接着分子、細胞増殖因子、細胞毒素、もしくはアポトーシス
を誘導する組成物であるか、または免疫系のダウンレギュレーションもしくは免疫系のア
ップレギュレーションを誘導する免疫調節因子であり、該組成物は、該薬剤が結合するこ
とができるビオチン化細胞を含む被験体に投与するためのものである、使用。
　　【請求項１５】　前記免疫調節因子が、ＩＬ－４、ＩＬ－１０、ＴＧＦ－β、Ｂ７、
ＣＤ４０Ｌ、ＩＬ－２、ＩＬ－１２、ＩＬ－１５、リンホタクチンまたはケモカインであ
る、請求項１４に記載の使用。
　　【請求項１６】　新生物および感染性疾患の処置のためのものである、請求項１４に
記載の使用であって、前記薬剤が、Ｂ７、ＣＤ４０Ｌ、ＩＬ－２、ＩＬ－１２、ＩＬ－１
５、リンホタクチンまたはケモカインである、使用。
　　【請求項１７】　自己免疫疾患、対宿主性移植片病、アレルギー、敗血症性ショック
および脈管疾患の処置のためのものである、請求項１４に記載の使用であって、前記薬剤
が、ＩＬ－４、ＩＬ－１０またはＴＧＦ－βである、使用。
　　【請求項１８】　前記薬剤、前記細胞および前記キメラタンパク質が、請求項２～７
のいずれか１項のとおりである、請求項１４～１７のいずれか１項に記載の使用。
　　【請求項１９】　配列番号２、配列番号４もしくは配列番号６の配列を有するか、ま
たはコアストレプトアビジンとＩＬ－２、ＩＬ－１０、ＴＧＦ－βもしくはＣＤ４０Ｌと
を含むキメラタンパク質をコードする、核酸。
　　【請求項２０】　請求項１９に記載の核酸によってコードされる、キメラタンパク質
。
　　【請求項２１】　請求項２０に記載のキメラタンパク質を含む、細胞。
　　【請求項２２】　請求項１９に記載の核酸を含む、産生細胞。
　　【請求項２３】　請求項２２に記載の産生細胞によって産生された、ポリペプチド産
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物であって、該ポリペプチド産物が、配列番号２、配列番号４もしくは配列番号６の配列
を有する核酸によってコードされるか、またはコアストレプトアビジンとＩＬ－２、ＩＬ
－１０、ＴＧＦ－βもしくはＣＤ４０Ｌとを含む、ポリペプチド産物。
　　【請求項２４】　請求項１９に記載の核酸によってコードされるキメラタンパク質を
含む細胞であって、該キメラタンパク質は、該細胞の表面に提示される、細胞。
　　【請求項２５】　請求項１９に記載の核酸によってコードされるキメラタンパク質で
装飾された腫瘍細胞を含む、ワクチン。
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